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ctiohi 

p 
れ5
/ p. 

o
n 

* 

V

、ノ

.

. 

: 

. r
l

.
:
.

彼
の̂

L
e
o
n
a
r
d

 

T
r
e
l
a
w
n
y

 

Hot^hcmse 

(
1864^

192ぬ
〕

H
o
n
.

 

I
X

 

Litt, 

D
U
I
i
l
a
m
?

 1
9
1
5
., 

H
o
r
n

 

L
L
.

 !:>, St. A
n
d
­

rews. 

1919.
,
IVL 

A
；_; oxfQrd., 

T
h
e

 

Late 

of

Londoti a
n
d

 K
l
l
o
w

 

o
f 

the 

Bi-itish A
c
a
d
e
m
y
(
p
.

 

B. 

A
.
v

.::

彼

は

1:

八

六

四

年
.

t

元

治

元

；年)

の

冬

英

告

利

の

名
r
a H
o
b
h
o
u
s
e

 :

家

：̂
生
れ
；；

註

s

o
烛

の

，尊

：父
：V

e
n
e
r
a
b
l
e

 
R
e
g
i
n
a
l
d

ぐ
 H

o
b
h
o
u
s
e

 

;

は 

C
o
r
n
w
a
l
l

に
敎
會
並
び
ぱ 

T
r
d
l
a
w
n
y

 

:

の
'
 

A
r
d
h
d
&
c
o
n

 
ホ

副

臂

正)

化>.J‘

て
、
.

地̂

主

；

‘贵 

族

であ
：：

ウ

V

f

i

5、
又

C
a
r
o
l
i
n
a

 

B
o
d
m
i
n

の

A
r
c
l
l
d
e
a
c
o
n

を

も

兼

ね

てa

ね
嚴
肅
の
も
の
の
や
ぅ
な
孜
師 

で

あ

を
P
:彼

の

慈

；母

G
a
r
o
H
n
e

 

H
o
b
h
o
u
s
e

は

S
i
r

 

W
i
l
l
k
r
r
r
T
r

ルTaiw

母

の

愛

娘

：で
あ

◊

て

冒

險

好
<
5
な̂
ケ
ダ

>
 

族

め
m

が

流

れ

て

ね

た
1

8

。

V 

.1

八

九

九

年
' Bo

e
r
;

戰

爭

，
奨

國
♦
ト

ラ

シ

ス

グ

ァ
I

A
無

和

練
®

;5̂
:

際

し
W

ゆ
南
阿
し
セ
聯
民
地
を
視
續 

S

.

赚

厲

後
"
：：熱

心

ね
®

論

お

說

；へ

た

被

の

細Em
i
l
y
:

 

H
^
b
h
g
s

みX

註
®

シ
は
：敎

换

め

：生

涯

：ゆ

前

半

に

影

響

を

、 

あ

へ

し

事

大

な

る

人&

あ

る

。

社
#

ほS

ず
.タ

H
b
b
h
o
u
s
e

敎

辕

の

み

；

一
,

带

ぱ

條

の

：飾

.Em
i
l
y
:

 

S

 

る
.も
の
ざ
云
ふ
ベ
さ
か
。

而
しV

斯
ぐ
の
如
き
兩
觀
及
細
を
持
ウ
た
彼

Leonard: 

H
o
b
h
o
u

ホ

，が
、
，
長
じ
て
、

O
x
f
o
r
d
:

に
學
ん
だ
頃
は 

Spe
n
c

チ
の
進
化
論.及
び
：.

G
r
e
e
n

の
難
想
主
義
が
其
の
絕
惯
；
雄
し
て
居
ね
時
代
？

^
:あ
.

CVね
；：

の
で
あ
；る
。
：

進
ん
で
、Marlborougii 

C
O
H
e
g
e

の

U
p
p
e
r

 

s
i
x
®
:

 

入

っ

て

か

彼

ま

ギ

タ

シ

；
ャ
、
ラ

テ
シ
.及
s
歷
史 

の
一
研
货
を
始
め
た
：。
而
し
て
社
會
運
動
や

®
:學
、

S

 Hege
l
:

の
®
あ
想
學
0
研

究

は

感

じ

た

のも
、

そ
0
 

頃
で
あCV

た

ざ

云

は

れ

て

居

る

I

八
八
©
ギ

O

l

a
失
學
：

is：.

進
み
、一

八
八
，3

M
ょ
か
ニ 

八
七
，

か
け
て

態

1

十
5
 

(

 

£

0
九)

.

ホ
'ン

グ

ス

敎

授

逝

く

银
+
球

1

ニ
九



.第
二
十
二一.

卷

.

(.1

..五
/1Q

5
.
.
.

..ホ.ク
プ
T
レ
.ス.敎
...
授
.'逝
.
.
.
 

.
律
.十
.城
.

.

！.
.三
.
D 

.

.

..
.

.
 

•
 

.
.
.

-

u
n
d
e
r
-
g
r
a
d
u
l

 

€
し

て

社

會

政

策

の

問

題

：
：！

^
心
醉し

"：
Spdnce

ィ
R
觸
倒
し
、

り
：：>

7p
#
G
r
e
e
m

 

R

を
り
か
れ
て

.居
た
’の
力
あ
る
S

5
ヴ
...... 

.. .
r

 

/

 

V
.
:
.
.
.
-
-
.
-
:

I

八
八
七
年1

年

；

M

才
の
折
、
彼

はS
S
O
P 

college:

の

F
e
n
a
A
r

す
ぼ
ウ
た
が

r
1

八
九Q

ぜMertoIr::cs

療
 

ょ
-cv Corpus 

chl̂
sti 

c
&
e
g
e

 

(
c
s
s
t

 

Churcli Goniiglso;

の
、：as

t
i
,
T
s
o
r

 

化
：進
ん
だ(

註
六
；
>
o 裂一

八
.
^

1

年
彼
は
.

G. 

K

 

H
a
l
d
w
^
n

 

の

娘
.No

r
a

 

ビ
結
婚
し
た§

4
0
。

！ 

A 九
四
每 corpus: e

h
r
i
s

 : C
6li

療

，

(

Q 

p c
.
)

の
：

F
ell

o
w
.

で
あ
ウ
た
S
T十
歳)

頭
、ox

f
b
r
d

咐

近

の

貧

：し

，̂

進

民

の

お

め

邀

路

組

合

設

ま

け

盡

す

處

が
 

あ

り

た.
.取

力

る

事

情

の
た

：®:、

. 
<?:5̂

f
b
r
d

の

傳

統

的

な

：
る

.To
r
y

の
：保

守

主
#

は
敦
見
を
興
；
し

 ̂
V 

で 

あ
る
當
時
、

.凤
ち
社
會
邀
動
；

-1̂
關
.係

せ

し

腹̂
著

作

ミ

し

：
て
：
は
ゾ
：

The. 

骨

辱
‘；

(
1.8

懲

ぃ

や

：
ぺ

T
h
e

 

T
h
e
o
r
y

b
f kn

o
w
l
e
d
g
e
:(1-89

6
〕

等

が
.あ

る

。I

八
：
九

：
七

報
#

s
ホ
ニjに

..d

て

自
w
熱
®
.機

斷細
に

；：：

又

英

§

辯
 

换
主
義
め
来
城
た
る

manchester g
u
a
r
d
i
a
n

の
.編S

長

P R

 Scott:

成

灰

び

大

學

の

舊

友

數

め

ま

ひ

る

處

？ 

J

.
同
紙
の
隐t

記

者
-
な̂
つ
た
。
而
し
て
同
：厳

を

通

じ

英

主

義

及

び

南

阿

戰

银

rI-8.99-I902) 

R
反
斷

た(
#

 
八〕

。
 

.

-
 

.

彼

め

論

說

：はM
a
n
c
l
^
s
t
e
r

地

方

の

指

霉

精

神

で

あ

つ

た

。

斯

く

し

て

彼
：：

の

}

4
^

賊

化

宜

：る
#

X

界

0

生

活

が
W
 

い

た

の

で

あ

る 

0 1.

九

Q
©

年

：

M
a
n
b
h
e
s
t
e
r

 

に

滞

在

中
：Ow

e
n
s

 

C
o
l
l
e
g
e

 

(

現

拓

の 

:of M
a
n
d
l
e
s
t
e
l
r
〕

 

の
#

會

學

の

敎

授

ご

な

々

、.英

國

れ

於

け

るC
o
m
p
a
r
a
t
i
v
e

 : 

p
s
y
c
h
o
l
o
g
y

の

先

驅

的

ま

軌；
M
i
n
d

 

i
n

 

E
v
o
l
u
t
i
o
n

 

1
9
2
)

.を

後
.表

し

た

力

同
#

は

綜

合

社

會

學

者L
.

 

w
^
t
d

ァ

の

燃

響

を

受
<

る

事

：
が

ネ

で

あ

ウ

：
；
が

£

衣

ほ

：
る®

丸

；>o
,

♦ 

!

九01,:11

年
'は
至
.ジ
て
、
自

由

勞

働

組

合

F
r
e
6

 

T
ra
d
e 

u
a
i
o
n
.

の
#
事
握
，

し
て
、
自
ら
勞
働
組
合
，
携
ジ
な

#

♦

. 

W
e
s
t
e
r
m
a
r
p
l
c

 

の 

o
r
i
g
i
n

 

a
n
d

 

g
r
o
w
t
i
i

 

o
f

 t
n
o
r
a
l

 

お
黑s; 

殆

ん

3
o

 
同
時
に
：
，M
p
r
a
l
s

 

in: E
v
b
l
u
^
o
l
r

 
t

.

-

.

マ
：
.

.

..;.... 

...；
，：
 

.

. 

..，v. 

一-.
ぃ

..f 

:
.
.:一-
:
;
.
.

.パ..‘

.

.
じ
..：
.
.
.
：
.

ッ.
：
.
.
：
.

、

......

出
版
し
化
其
翌
年.即
ち
：：

T

九
.；0
七
年
"

彼
は
マ
シ
ド
シ
大
學
の
：維
織
變E
;ざ
#

R
勞
1者

：：
i

め
.稱

あ

る

最

も

民

.主
 

的
な
同
大
學「

終
濟
政
檢
舉
槐」

s
:
r

ご
k

迎
：へ
ら
れ
て.同
1

の

學

敎

授
e

な
4

偏

ぐ

ま

：
で

も

民

辨

ビ

业

ハ： .

に
. 

考
へ
ん
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
敎
授
は
全
く

「

街
®
.の
哲
人」

云
；ふ
R

ふ
さ
は
：し
$

:

®

1

5

0
而
か
も
、
彼
の
龙
大 

な
る
：t
t會
學
體
系G

四
部
作〕

は
同
大
學
奉
職
中
完
成.せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
るS
;

S

D

,

而
し
て
、

本
年
度
の

I
!

ン
ド
ン
大.

學
暑
中
休
暇
を
利
用
じ

.

て
.

F
r

a
n

c
e

,
.

 

N
o

r
m

a
n

d
y

,

 

.o
r

n
e

.
 

.
d

e
?

の
；首
都
.：
 

A
I

e
n

9
0

n
.

(

能

1

四)

避
暑
中
六
月
二
十

1

日

幽

風一

過
遂
；
世
界
的
碩
；學

の

キ

H
o

b
h

a
f

敎
授
は
白
玉
楼^

 

ど
な
ら
れ
た.

行
♦

六
十
六
歲
で
あ
る®

1
:

冗〕

。
斯

く

て

彼

の

L
o

n
d

o
n

:

大
學
敎
授
ざ
し
て
め
二
十
三
ギ
嫩
化
直
：る
：、 

輝
け
る
生
活
：

^

終
◊

を

告

げ

た

：
の

で

あ

る

。
生

前

敦

操

は

各

地

：

の
！
！

演

會に
：：

臨

ん&

が

、
一
九1

ニ
：：

年
-

四
4

 

G
i

d
d

i
n

g
s

 

敎
授
の
韓
旋R

依
っ
て
米®

 

C
o

l
u

m
b

i
a

大

學

政

檢

學

部

(
T

h
e

 

F
a

c
u

l
t

y

 

o
f

 

F
6

s
c

a
l

 

s
c

i
e

n
c

e

 

o
f

 

0
0

1
1

5

びi
a〕 

か
ら
英
國
思
想
界
の

1

權
威
ビ
し
て
の
待
遇
で
招
聊
せ
ら
れ
お
る
：は
、
注
目
ず
ベ
ち

.

事

：
や

あ

：
ジ

た

£

 

二
o

o
 

S
p

e
n

c
e

r

 

の
：

T
h

e

 

S
t

u
d

y

 

Q
f

 

S
o

d
o

l
o

巧

：
じ
該
當
す
る
ざ
云
は
れ
て
居
ネ
彼
の
著
作
：

S
b

c
i

a
l

:

れv
o

l
u

t
i

p
n

 

^
d

p
a

l
i

t
i

c
a

l

 

T
l

l
e

'

 

o
r

y

 

:
 

0
9

I
I

J

は
そ
の
講
浪
攀
記
で
あ
ネ
。
又

H
o

b
h

o
u

s
e

敎
搂i

f

 x
o

n
d

o
i

r

 

i

敎
按
以
外
；

^

約
八
ウ
のS

1

S

 

T
r

a
d

e

 

R
^

a
r

d
s

.

の
離
賞
を
も
兼
ね
て
居
お
の
み
な
ら
ず
、
英

國

版

會

舉

會

創

立

；者

#

1

人
一
で
？

^

あ

C
V

た
。
猶
英W

 

社

會

學

會

雑

誌T
h

e

 

s
o

c
i

o
l

o
g

i
c

a
l

 

R
e
v
i
e
w

 

以
前 

s
o

c
i

o
l

o
g

i
c

a
r

 

p
a

p
e

r
s

 

云

：
は

れ

た

'
る

も

の

一

一

•ゆ
顧

問

で

あ

ウ

.た

。
：
‘

以

上

が

彼

の

略

傅

で

あ

る

。

，

.

(

咐

言

V
「

放
ホ
ッ
プ(

タ
ス
敎
校
迹
博
愈
し
が
、
六S

：4
=

七n
i、

偷
敦
X
トV

ン
ド
御s

n

 

Ci

かirient Daiqies C
：liTiri:Ti

に
於v>、

し
め
中
；
 

か Li

他

.

.

.
せ

ら
れ
.
、

氏

.生
前

.の
.
.
知

灰
.、G.rallam 

Wallas,.

. 

H.aro!<i Laski,.. ..sir. 

..B

を

えid

ホ

-(Director, 

.
o
f 

.the.London., 

school, of Econ
o
m
i
c
s
)，

E.... Jenks,： T
. 

w
. Gregory, T. 

P. 

N
u
n
u
,

 Vauchi,. E
a
w
l

かy,. selis^san/Sargent, 

Girmsberg,

.. 

11. 

o
. Guttejrid

を 

J. L. 

n
a
m
m
o
n
a
,

 

VTolf, 

IROiwell JQ»es, J. 

A.: H
6
b£oo' 

等
の
敎
授
ガ
对
撒
#
ム

れ

ぢ

.

然1
1

1
1

1

卷

(
T

m
l
〕

5

プA

ク
ズ
敎
挖
避
ぐ

 

银

十

盤
5

1



供
.

一

!十
H
粗

(
! 

S I ! D

 

•ン̂K
:(

や
ス
敎
携
避
く

第
十
纖

S

 

.
者

S

 

1
8
9
5
. 

C
3
V

 

M396,

(

4
0
. 3901.

S

 

1
9
0
5. 

(
6
〕

1
906.

(
7
〕

I9II..

0 

« W 

.W9II..I.

.

(
9

 
レ 

I9
I3
.

§

 

I9
M5
.

(
11〕

 

1915.

(12〕
M9.I6. 

(
133 

1
9 iS,

•
-
: 

.
.

.
.

.
.

.
.

-.

而
し
て>
翌
六
月
サ<
日H:i5K: wimbledaa Parishs

ぶurch

に
於
い
てn故
敎
拷
ゆ
葬
後

」

^
^

:
r
e
d

 

.彼
の
主
®;著
作
ン

1S
9
3
, 

9
W PP

.
; 

2
n
d

 

Ed; 

Lond:, u§
in, 

】S
9
8
, 

V
i
i

 +

 9
S

 

.
R
e
p
u
b
L

 

in pt: 

fr. 

tHe s
p
^
a
k

かr. 

(
London. 

U
n
w
i
n
.

1
1̂1

化 L
a
b
o
u
r

 M
O
V
&
:
e
n
t
"

 Prefate 

R. 

B. 

H
a
i
n
a
n

ホ ist Ed. 

pp.; 

.3.
M
d
.
. 

Rev...Ed.、
N
.

一
 Y.. Macmillan,... 1.9

r2... 

.15.9
..ppl.

D
e
m
o
c
r
a
c
y

 

a
n
d

 

Reaction, 

L
o
n
d
o
n
,

 

Unwiii, 

vii+
2
4
4

 

p
p

 

P
r

ほ
s..

」
9
0
4

〕

.

... 

{
^
.
. 

Y
,
.
G
.
.
.
:
P
. 

P
u
t
m
a
n

ダsons,. 19.01:,).....

.

.

.

T
h
e
b
r
y

 of K
n
a
w
l
e
d
g
e

 ; A

 Contribution 

to :soiae :̂
ro

在
e
§ 

★logic; a
n
d

 m
e
t
a
p
H
y
s
i
F
x
o
n
d
.
,

 

NetHuen, 

x
x

ト 

pp. 

s
 Ba

t
a

 s
 

lnference 

8
 K

n
o
w
l
e
d
g
e
. 

:

M
i
n
d

 

E
v
o
l
u
a
o

タ(
1st 

E

s Lo
nd. 

&: 

K

 

Y
,

 Macmillin, 

X
i
v
+
4
X
5 

pp. 

o
z
o
d

 Eid.::; 

£ond., Macmillaii, 

1915,

i

 

s
 

~ 

A

M
oホ
.：！̂obhol^se

;
.
.
.
. 

A....Mei.ir. .(Joint 

M
v
o
p
^
.
^

 

M
o
o
_
^
V +
&
0 
v

v
 

iNlorals 

m

 

；Evolution ; 

A
 

Study 

in 

H
8

^
.
- 

 ̂

(
2 

vo!0. 

N
e
w

s
. Kev., 

K

 

Y., H
o

ド
，1

9
1
5:, 

xvi.

ホ64
S

 
夢
 

s

、
；鹿
由
黎
介
冉
譯
衝
德
め
：

未
®

ノ
.
"

Social Evolution 

a
n
d

 Political Theory, N
.

 Y., 

5
L

 s
i
v
.

 Press, i
x
-
M
I
S

 PP- (
J
u
f

 B
e
e
r

 :fbundat?on̂
^ 

«5
.
.

み
パh,

巧

9
2
2
..S

‘ゾ

p
p
:
i
x

十2
i8>

 

(
l
a
、

生
秀
驢
氏
驛
斑
會
進
：化
-

X/

政
檢
现
論
：
大

1

解
、
社
會
學 

-Li

び eralism. N
.

 

Holt., 

v
-
f
2
5
4
-pp. 

(
H
o
m
e

 Univ. 

librarjr of 

k
n
o
w
L
〕

(

跳
、JH 
脚
喜 

服
'ホ 

自
由
主

.義

.不

.及
社〕

ノ

V
.
. 

:

!
>
t
o
p
m
e
n
t

 

a
n
d

 

w
o
r
p
o

ぜ
；A

n

 

Essay 

T
o
w
a
r
d

一 p
h
i
l
p
l
h
y

 

of E
y
o
I
i
t
i
p

 

Lond., 

Macmillan, 

xxiic+3

ざ pp.

1
5
かS.6

I 

D
e
v

たo
p
n
i
e
n
t
'
(
2
)
： T

h
e

 

C
o
n
d
i
t
i
o
n
s

 

o
f

. 36
e
v
e
r
o
p
2i
l
s
t
.

 

(
R
e
v
i
s
e
d
.

へ.

al;ldargely....r

め

资

.ぉ

ぃ

ン

ノ...'

'
^
ぱ
ル

 

w
o
r
l
d

 i
n

.

conAlcit, 3L9»d., 

Unwin,.. 

1
0
4
,pp,.

へ
へ..

A. series:.

お
'articUs .8Iitribl;lted...to 

thlevlM^cbester Guardian. 

<iaring^M§
h, 

April, 

a
n
d

 M
a
y

 

1
9
1
5 

a
p
d

 reprinted witli 
additiap̂

^

T

卞e 

Mat^rikl 

Culture 

a
n
d

 Social Institutions 

o

ャ the Si
县lei: p

es
l
e
s
, , A

n

 JEW

を

.

in Correlation, 

9
;nt I

h
o
r

s

が 

p
 c

,

 

w
h
e
^
e
?

 a
n
d

 

M
.

 

Ginsb

か
6

 Î
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ぷ

れ
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應
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；
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；
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狀
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；
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述
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あ
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し
て
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な
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も
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械
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で
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。
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；
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す
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鶴
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。
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各
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人
格
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な
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調
和
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發
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會
的
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ゆ

條
#

や
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あ
..c,、

社
會
的
調
和
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さ
れ
な
な
ら
ば
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9
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全
體
の
善
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：即
ち
共
同
善
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個
人
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あ
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K
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K
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然
し
な
が
>
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會
的
調
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道
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條
件
の
許
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ざ

て

絶
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し
て
行
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ウ
て
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；̂
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會
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狹
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。
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。
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。
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.
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を
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；
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。
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■
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で
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か
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蕃
に

‘‘
-

iJ
か

用
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承
衝
ま
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を
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お
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敦
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を
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る

」

個
人
の
善
考
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介
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>
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ウ
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彼
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識
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上
の
若
千
研
究
終
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◊
た
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o
b
h
i
e
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先
づ
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功
利
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義
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快
樂
ビ
串
福

'ダ

を

同r

視
ず
る
事
：

反
缴
ず
る
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.輝
職
ざ
感
情
ご
の
調
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は
快
樂
又
は
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福
の
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て
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の
ぅ
ち
に
現
ぱ
れ
る
タ

 ̂W

れ

ぱB

かnthani；
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福.

V
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て
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即
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快
樂
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す
る
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し
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